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サンワ・リノテックがお届けするお得な記事満載の情報紙。
きっとお役に立ちます。

サンワ・リノテック株式会社
　代表取締役
　佐川　博敏氏

（裏面に続く）

　今回はサンワ瓦版を発行しているサンワ・リノテック（株）の
佐川博敏社長の登場です。佐川社長は本業のかたわら「文化
財の保存・修復活動」「世界遺産を巡り地球を駆ける」という壮
大なロマンと夢を持っています。その一環としてこのほど（２０１２
年１０月２２日～２６日まで）米国・ニューヨーク州コロンビア大
学で開催された国際会議「ストーン２０１２」“石文化財の保存と
劣化に関する国際会議“に出席してきました。
　以下、国際会議の概要、米国見聞旅行の報告などを中心に
紹介します。

　まず佐川社長のプロフィールを紹介しますと、１９６９年、大阪大
学工学部石油化学科に入学。１９７３年、交換学生としてノルウエー
のオスロ大学で２ヶ月間研究・滞在し、その後バックパッカー（リュッ
クを背負って旅行する人）としてヨーロッパを２ヶ月間放浪しまし
た。１９７５年、スイス系総合化学会社（旧チバ・ガイギー）に就職し、
通算４回スイスに海外出張しました。１９８６年、お父さんが創業した
レンタル・塗装用品販売会社に入社し、現在社長として活躍されて
います。
　社名の由来は、先代からのサンワ（昭和３０年創業）と
Ｒｅｎｏｖａｔｉｏｎ（修復）＋Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（技術）でサンワ・リノテックと
しました。
　建築物の修復だけでなく、建設業全般にわたるＲｅｎｏｖａｔｉｏｎの
一翼を担うという考えで日々活動されています。アスベスト対策工
事にかかわるビジネスはその典型で、同社が経営理念とする「環
境」に合致します。
　もうひとつの修復のテーマは文化財の保存・修復活動です。佐川
社長は歴史的建造物を後世に伝えることに貢献したいと考えてお
り、これまで修復技術・工法の開発で実績を残してきました。チバ・
ガイギ－に勤務していた頃、自社開発品の接着力・耐久性に優れた
エポキシ樹脂が広島の原爆ドームの補修に採用されました。以来
チバ・ガイギ－を退社後も文化財保存に関しては現在も国立文化
財研究所等の交流も続いており、発掘後の埋蔵文化財の保存処理
に於いてはパイオニアである。同じ元チバガイギーOBのアイ・エ
ヌ・テクニカルラボ井上社長のもと、有名な三内丸山、秋田の大湯
環状列石、奈良大野寺磨崖仏等に参加、保存修復を手懸けました。
　１９９８年に行ったイースター島のモアイ像保存修復はその中で
も最も大きなイベントでした。この事業はチリと日本の文化庁との

共同契約の下に行われその後ユネスコの世界遺産に認定されまし
た。また、ヒロシマ、スイス、ヨセミテ、イースター島、アウシュビッ
ツ、アンコールワット、キュラソー、インドなど世界遺産を数多く訪
問し、造詣を深められています。
　国際会議に出席することも文化財の保存・修復活動の重要なテ
ーマです。2008年にポーランドのトルンにあるコペルニクス大学
で行われた前回の会議にも参加しています。今回のコロンビア大
学で開催された「ストーン２０１２」この国際会議は、オリンピックと
同じく４年に１度開催され、今回が１２回目でした。大学はマンハッ
タン島にあり、セントラルパークから車で約10分のところに位置し
ています。いわゆるアイビ－リ－グに属するアメリカの古くて有名
大学のキャンパスには、歴史的な建造物がたくさんありました。特
にギリシャのコリント様式の重厚な建物にはホメロス、ヘロドトス、
ソポクレス、プラト－、デモステネス、アリストテレスなど8人のギリ
シャの哲学者･詩人の名前のレリ－フがある法律学部の建物が印
象的でした。同じく重厚なギリシャ風建造物の図書館で国際会議
の歓迎レセプションが開催されました。
　会議には３０ヶ国から３１９人が集まり、ヨーロッパ２００人、ＵＳＡ７０
人、アジア圏２９人、その他２0人の内訳でした。学生はそのうち５９
人でした。建築家、化学者、薬学、医師などいろんなジャンルの人達
が参加されており、この国際会議は修復した文化財の事例を具体
的また実用的に口頭発表とポスタ－セッションで発表されました。
１人約１５分の持ち時間で、７０の口頭プレゼンテーションと６９のポ
スターセッションがありました。口頭発表ではスミソニアン博物館
からの修復工事の発表があり、工事のbefore、afterが写真などを
使って分かりやすく説明されました。
　会議の最終日は会議者主催のツアーでした。コロンビア大学キ
ャンパス、メトロポリタン美術館、自然史博物館、MOMA（ニュ－ヨ
－ク近代美術館）見学などが含まれていたので、ニューヨーク大学
(NYU)保存科学部ツア－に参加しました。
　保存科学のプロを対象としたツアーだったので、熟練技術者で
もある研究者が作業している修復室や博物館での陳列のための
光の研究など、いろんな分野の研究をそこではつぶさに見学する
ことができました。また、同大学の中でも保存科学部は、特に学生
に人気があり入学の倍率が難しいそうです。

株式会社 アレス
　特建営業部 部長
　水江　清一氏
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サンコー物産様のお客様には、本刊発行の主旨に賛同いただいたサンコー物産様のご厚意によりお届けしております。

（表面より）

（13．01．２.５T）

　今回の「ストーン２０１２」には（株）アレス（本社・大阪
市）特建営業部の水江清一部長も同行されています。水江部長は
前々回のスエーデンの文化センターで開催された国際会議にも
出席され、ストーン会議出席は２度目でした。同社は、建築の新築
工事の施工をしながらイノベーションの仕事も手がけておられ
「欧米では古い建築物を美術館、博物館、劇場などに再生・利活用
した事例が多く、今後日本の建物のストックを考えると非常に勉
強になる」ということです。また、佐川社長もケミストとして化学的
なアプローチや、修復のためのリース機械を研究されており、世
界の修復機械の情報を集めておられます。ワークショップでどの
ような機械を使って直しているか、その事例が紹介され参考にな
ったそうです。
　佐川社長はニューヨーク訪問は2回目ですが、35年ぶりなので
自由の女神しか記憶になく、ほとんど初めてと同じでした。非常に
ダイナミックな都市だという印象を改めて受けられたそうです。
会議出席前、ボストンを訪問。日本人を対象にした現地ツアーに
参加。アメリカの故郷と言われるボストン近郊のプリマス「開拓
村」を訪れました。場所はボストンの南約１００キロのところにあり
ます。１６２０年、清教徒がイギリスのプリマス港からメイフラワー
号に乗って６６日をかけて到着した、そのとき降り立った踏み石が
設置・保存されていました。開拓村では、かやぶきの家があり、当
時住んでいた状態を居住区ごと忠実に再現されていました。
　ガイド（説明員）は当時の服装を着て、当時の食生活を観光客に
見てもらおうと食事を作っています。農作業・大工作業をそのまま
に、説明は昔の英語（？）を使って話すという徹底振り。先住民のイ
ンディアンともこの地では共存していたというのも初めて知りま
した。アメリカはたいした歴史はないと思っていたそうですが、開
拓村で４００年前の歴史を見学して認識が変わったということで
す。その後アメリカは独立しましたが、その戦争にいたる歴史や南
北戦争についてもボストン市内にはたくさんの博物館や建造物
が大切に保存され、街中いたるところで案内人が海外からの訪問
者だけでなくアメリカ国内の旅行者も引率していました。
　ニューヨークではメトロポリタン美術館を訪れました。館内は東
洋美術を始めテーマ毎に数多くの部屋に分かれていました。エジ
プトの部屋ではエジプトから運んだ本物の石が置いてあり、自然
史博物館では恐竜の化石が展示されていました。美術館では写
真撮影もＯＫ。デッサンで模写をしている人もいたそうで、日本と
はえらく違うと感心したそうです。
　１０月にハリケーン「サンディ」がニューヨークに上陸しました。
佐川社長はハリケーンが到来する前日に出発したので影響はあり
ませんでしたが、ニューヨークでは停電になり、広範囲の地域が浸
水に見舞われ、洪水で地下鉄が４日間ストップしました。遅れた人
達は４日間足止めを食らったそうです。
　後日、この学会で友達になった人から「ニューヨークはえらいこ
とになっている」とメールが届いたそうです。それによると美術品
の修復学会は、すぐにコンソーシアム（連合）を組んで、大洪水で
被害を受けた美術品の修復を行う団体を設立しました。ニューヨ
ークの美術館や大学の人達がチームを作って活動を開始したと
いうことです。またＡＩＣという機関は、２４時間体制で美術品の保
存修復に関する電話対応をしていたそうです。

　また、浸水した建物に入って美術品などを探さなければいけな
い場合、注意事項が発表されました。リスクの高いものとして１番
目にアスベストが挙げられています。２番目が鉛、３番目が病原菌、
その他引火性危険物、電気（感電の危険がある）、ガス、一酸化炭
素などとなっています。そうした指示をすぐ出すアメリカの危機管
理のリアクションはすごいと感心したそうです。この考え方は日本
でも大いに参考にすべきだと痛感し、今回のアメリカ旅行の大き
な収穫だったということです。
　今回旅行に同行された水江部長は、勤務先で文化財の保存・修
復の仕事で施工を担当し、サンワ・リノテック（株）は薬剤や機械関
係を提供するという協力関係にあります。２０１２年に、両社は京都
のレンガ造りの西本願寺伝道院の修復工事に参加しました。施主
は西本願寺で、竹中工務店が工事を請けました。伝道院は西洋風
の煉瓦造に和風やイスラム風などのデザインを取り入れ、東西文
化が融合した様式が採用されています。
　水江部長の話によると、明治以降日本は欧米の技術を取り入れ
た建築物に変わりました。約１００年経ってそれらの補修が新たに
登録文化財や重要文化財のリストに載ってきているそうで、現在
文化財的建造物の数は大小含めて２万棟位あるそうです。
　しかしその補修法は確立されていないのが現状で、修復方法や
改修工法の開発は新しいジャンルとして期待が持てるということ
で、そうした点からも保存・修復に関する国際会議に出席すること
は非常に意義があるということです。
　佐川社長は、「文化財の保存・修復活動は社会貢献となる。個人
的な楽しみも含めて今後もライフワークとしてやっていきたい」と
壮大なロマンと夢に心をときめかせています。

■発行
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　今回は、弊社の佐川より、アメリカ・ニューヨーク州コロンビア大学で開
催された「ストーン２０１２」に、（株）アレス水江部長と出席した内容を特集
しました。
　主に、文化財の保存や歴史的構造物の修復活動等に携わった事例等を
わかり易く解説してもらいました。
　もともと佐川は文化財の保存や修復活動に参加して、歴史的構造物を
後世に残したいとの思いで、日本はもちろん海外の世界遺産を数多く訪
問してきています。特に印象に残った事、アメリカの危機管理のリアクショ
ンの早さ等多岐にわたり報告をしてもらいました。　　　　（文責： 寺嶋）


